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市役所横入り口にある町田市非核平和都市宣言の碑

　

町
田
市
は
、
１
９
８
３
年
２
月
１
日
に
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
非
核
三
原
則
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
あ
ら
ゆ
る

国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
た
も
の
で
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
国
民
の
平
和
を
願
う
決
意
で
す
。

　

こ
の
宣
言
か
ら　

周
年
を
迎
え
る
今
年
２
月
、
一
人
ひ
と
り
が
戦
争
の
悲
惨

２０

さ
、
原
爆
の
悲
劇
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
、
「
非
核
平
和
の
こ
こ
ろ
」

を
広
め
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
、
多
く
の
市
民
団
体
と
協
働

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□問
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真
の
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
世
界

で
唯
一
の
核
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
私
達
は
、
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
寄

与
す
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。

　

し
か
る
に
、
核
軍
備
の
拡
張
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
、
世
界
平
和
に

深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

町
田
市
は
、
日
本
国
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
た
平
和
主
義
の
理
念
を
、
市
民

生
活
の
中
に
生
か
す
こ
と
が
、
地
方
自
治
の
基
本
条
件
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
「
つ
く
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原

則
が
、
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
核

兵
器
の
廃
絶
を
、
全
世
界
に
向
か
っ
て
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
田
市
は
、
本
日
こ
こ
に
市
制
施
行
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
際
し
、

あ
ら
た
め
て
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、
非
核
平
和
都
市
と
な
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。
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○
日
時　

２
月
１
日
（
土
）
１
回
目
＝

午
後
２
時
〜
・
２
回
目
＝
午
後
６
時
〜

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
定
員　

各
回
８
０
０
人
（
先
着
順
）

運
営
：
町
田
っ
子

　
【
映
画
「
プ
ロ
ミ
ス
」
】

○
日
時　

２
月
８
日
（
土
）
１
回
目
＝

午
前　

時　

分
〜
・
２
回
目
＝
午
後
３

１０

３０

時　

分
〜

３０

○
会
場　

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

各
回
１
２
０
人
（
先
着
順
）

【
講
演
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
今
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
」
】

○
日
時　

２
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時

〜○
会
場　

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

○
講
師　

田
中
好
子
さ
ん
（
パ
レ
ス
チ

ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

長
）

○
定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

【
写
真
・
絵
画
展
「
鳥
に
な
れ
た
ら
」

＆
広
河
隆
一
写
真
展
】

○
期
間　

２
月
１
日
（
土
）
〜
９
日

（
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

１０

○
会
場　

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

運
営
：
平
和
・
市
民
・
町
田　

【
講
演
「
地
雷
で
は
な
く
花
を
下
さ

い
」
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
難
民
を
助
け
る
会
」

の
理
事
長
で
あ
り
、
「
地
雷
で
は
な
く

花
を
下
さ
い
」
の
著
者
で
も
あ
る
柳
瀬

房
子
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
報
告
会

も
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１５

　

分
〜

３０○
会
場　

中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

○
講
師　

柳
瀬
房
子
さ
ん
（
「
地
雷
で

は
な
く
花
を
下
さ
い
」
著
者
・
難
民
を

助
け
る
会
理
事
長
）

○
定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

【
葉
祥
明
絵
本
原
画
展
「
地
雷
で
は
な

く
花
を
下
さ
い
」
】

　

対
人
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
絵
本

「
地
雷
で
は
な
く
花
を
下
さ
い
」
シ
リ

ー
ズ
か
ら
、
第
５
編
「
サ
ニ
ー
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
」
の
葉
祥
明
さ
ん
に
よ

る
原
画
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
を
示
す
写
真
パ
ネ

ル
も
展
示
し
ま
す
。

○
期
間　

２
月　

日
（
祝
）
・　

日

１１

１３

（
木
）
〜　

日
（
火
）

１８

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

１０

○
会
場　

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

運
営
：
世
界
連
邦
運
動
協
会
町
田
支
部

【
お
話
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
夕
「
ヒ
ロ
シ

マ
の
訴
え
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
希
望

の
歌
」
】

お
話
／
銀
林
美
恵
子
さ
ん　

歌
／
ナ
タ

ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん

　

広
島
で
被
爆
し
た
銀
林
さ
ん
の
お
話

と
、
６
歳
の
時
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
で
被
ば
く
し
た
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ

ん
の
歌
が
、
核
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

の
想
い
を
広
げ
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
、
中
高
生
の
み
な
さ
ん
が
ナ
タ
ー
シ

ャ
さ
ん
と
一
緒
に
平
和
へ
の
想
い
を
こ

め
て
歌
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月　

日
（
金
）
午
後
６
時

２８

　

分
〜

３０○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
定
員　

８
０
０
人
（
先
着
順
）

【
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
の

絵
＆
広
河
隆
一
写
真
展
】

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
被
ば
く
し
た
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
と
、
広
河
隆
一

さ
ん
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
戦
争
と

平
和
に
関
す
る
本
も
展
示
し
ま
す
。

○
期
間　

２
月　

日
（
木
）
〜　

日

２０

２７

（
木
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

１０

○
会
場　

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

運
営
：
町
田　

子
ど
も
・
本
・
文
化
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
り
騒
音
の
発
生
を
抑
え
る
よ
う
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
に

３９

は
、
原
町
田
市
街
地
に
米
軍
機
が
墜

落
し
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と

な
ど
を
説
明
し
、
安
全
な
飛
行
に
万

全
を
期
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
司
令
官
か
ら
は
安

全
を
第
一
に
し
て
お
り
、
基
地
周
辺

が
高
度
に
市
街
化
し
て
い
る
た
め
、

周
辺
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
硫
黄

島
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
で
き
る

限
り
騒
音
が
軽
減
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

に
厚
木
基
地
で
訓
練
を
実
施
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
事
前
通
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
１
月
８

日
、
在
日
米
軍
司
令
官
、
在
日
海
軍

司
令
官
、
厚
木
航
空
施
設
司
令
官
、

駐
日
米
国
大
使
に
対
し
、
米
空
母
艦

載
機
に
よ
る
離
着
陸
訓
練
の
中
止
を

要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
衛
施
設

庁
、
防
衛
庁
、
外
務
省
に
対
し
、
訓

練
の
中
止
を
米
軍
に
申
し
入
れ
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
も
同
様
の
要
請
を
し
て
い

ま
す
。

　

町
田
市
で
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
や
基
地
周

辺
の
各
市
と
と
も
に
、
米
軍
、
日
本

政
府
に
対
し
航
空
機
騒
音
の
防
止
対

策
等
に
つ
い
て
粘
り
強
く
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

　

１
月　

日
、
寺
田
市
長
が
東
京
都

１４

幹
部
と
と
も
に
厚
木
基
地
に
、
昨
年

　

月
に
着
任
し
た
厚
木
航
空
施
設
司

１２令
官
リ
ー
ド
・
エ
ク
ス
ト
ロ
ム
大
佐

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
厚
木
基
地
に

お
け
る
夜
間
離
着
陸
訓
練
の
中
止
な

ど
、
再
三
に
わ
た
っ
て
書
面
で
要
請

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
市
長

が
直
接
司
令
官
に
初
め
て
面
会
し
、

実
情
を
訴
え
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
席
で
、
市
長
は
、
町
田
市
の

市
街
地
上
空
が
厚
木
基
地
に
飛
来
す

る
航
空
機
の
離
着
陸
コ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
飛
行
に
伴
う
騒
音
で
、
市

民
が
激
し
い
生
活
被
害
を
受
け
て
い

る
状
況
を
説
明
し
、
夜
間
飛
行
の
中

止
、
飛
行
高
度
や
飛
行
技
術
な
ど
に

　

昨
年　

月　

日
に
防
衛
施
設
庁
東

１２

２７

　

非
核
平
和
都
市
宣
言

☆
市
民
に
よ
る
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

【L
ife
in
P
e
a
c
e

〜
こ
の
街

が
好
き
〜
】

☆
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に

平
和
と
笑
顔
を

☆
地
雷
で
は
な
く
花
を
下
さ
い

☆
核
の
な
い　

世
紀
を

２１

あらゆる核兵器の廃絶を目指して

町田市非核平和都市宣言２０周年

町
田
に
静
か
な
空
を
返
せ
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１
月
８
日
に
も

訓
練
の
中
止
要
請

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
被
ば
く
し
た
ナ

タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
が
歌
い
ま
す

厚木航空施設司令官と会談する寺田市長

京
防
衛
施
設
局
か

ら
、
厚
木
基
地
に

お
い
て
１
月　

日
２０

か
ら　

日
の　

時

２２

１８

か
ら　

時
ま
で
米

２２

空
母
艦
載
機
に
よ

る
夜
間
離
着
陸
訓

練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
を

実
施
し
、
硫
黄
島

で
の
訓
練
が
天
候

等
の
事
情
に
よ
り

予
定
ど
お
り
実
施

で
き
な
い
場
合
に

は
、
同
月　

日
か

１５

ら　

日
の
同
時
間

１９


